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潮
見
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

地
域
の
宝
を
み
が
く
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
史
跡
等
の
解
説
板
の
設
置
だ

け
で
な
く
、
身
近
な
橋
や
鳥
、
句
碑
や

常
夜
燈
な
ど
を
ま
と
め
、
シ
リ
ー
ズ
化

す
る
『
潮
見
も
の
が
た
り
』
と
い
う
冊

子
の
作
製
に
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

今
回
、
そ
の
第
一
弾
と
な
る
「
潮
見

の
橋
～
橋
は
昔
を
語
る
～
」
が
完
成
し

ま
し
た
。 

橋
の
調
査
に
は
、
既
に
独
自
調
査
を

し
て
い
た
方
の
資
料
を
も
と
に
実
施
し

ま
し
た
。
地
図
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
含
め
、
約
50

カ
所
に
及
ぶ
橋
の

建
設
さ
れ
た
時
期
や
由
来
、
長
さ
、
幅
、

材
質
な
ど
を
調
べ
て
ま
と
め
ま
し
た
。 

レ
イ
ア
ウ
ト
や
文
章
校
正
な
ど
、
編

集
作
業
は
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
会
議

を
重
ね
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
読
み
手

を
意
識
し
、
地
図
に
色
別
で
表
示
し
た

り
、
ホ
タ
ル
を
観
賞
で
き
る
橋
に
は
ホ

タ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
付
け
た
り
と
、
随

所
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
『
潮
見
も
の
が
た
り
』
シ
リ
ー

ズ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の
歴
史
や

文
化
を
知
る
こ
と
で
、
地
元
に
も
っ
と

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
発
行
後
は
小

中
学
校
な
ど
に
配
布
し
て
い
く
予
定
で

す
。 

昭和２４年 

 

ホ
タ
ル
が
よ
く
見
ら
れ
る
場
所

に
は
、
橋
の
詳
細
ペ
ー
ジ
に
こ

の
よ
う
な
ホ
タ
ル
の
マ
ー
ク
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

発行 ： 松山市役所 市民参画まちづくり課 TEL：（089）948－6963 FAX：（089）934－3157 

H P ：http://www.city.matsuyama.ehime.jp/shisei/machizukuri/chiikicommunity/machidukuri.html 
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調
査
し
た
橋
の
場
所
が
、
地
図
上

に
全
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

橋
の
種
類
は
色
分
け
が
さ
れ
て
お

り
、
番
号
も
振
ら
れ
て
い
る
た
め
、

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

＜拡大図＞ 

 

 

＜設立状況（2９.8.１） 全４１地区中＞ 

まちづくり協議会      22（23 地区） 

まちづくり協議会準備会  ３（ 4 地区） 

Vol.14 

現在 
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地域力 

パワーアップ大会 

～地域の力で楽しく年を重ねよう～ 

第 1部  事例発表 

・三津浜地区まちづくり協議会「高齢者のつどい」 

平成２５年から始まった「高齢者のつどい」は年３回、地域交流センター 

で行われている。地域包括支援センター（包括）と協働で行われ、介護の悩 

みなども相談しやすい環境になっている。 

この事業は、引きこもりがちな高齢者に外出してほしいという思いから作られた。 

毎回プログラムが異なり、毎回参加しても飽きが来ないように工夫されている。 

「地域の力で楽しく年を重ねよう」をテーマに、第１部では三津浜地

区、八坂地区、石井地区のまちづくり協議会が各地区で取り組む地域

活動の事例発表を行いました。 

第２部では、３地区の代表者と松山市コミュニティ・アドバイザーで意

見交換を行い、地域の高齢者対策について互いに話し合いました。 

・八坂地区まちづくり協議会「ふれあいカフェ」 

 平成２７年に始まった「ふれあいカフェ」は毎週木曜１０時から１６時、西

法寺で開かれている。八坂地区には公共施設が少ないが、お寺の協力を得るこ

とで場所を確保し、住民の憩いの場を作ることができた。 

 午前中には健康体操が行われており、健康を維持しながらカフェで交流を深

めている。また、雅楽演奏会などのイベントも開催し活性化を図っている。 

・石井地区まちづくり協議会「いきいき脳教室サロン」 

 平成２３年に社会福祉協議会の支援を受けて始まった「いきいき脳教室サロ

ン」。現在はまちづくり協議会が主体となって、毎週１回２時間行われている。 

 塗り絵や計算、数字盤を参加者のペースで行っている。時間を測って行うも

のもあるため、自分の成果を認識することができ、やりがいにつながっている。 

 実際に参加者のＭＭＳＥ（脳の認知機能を確かめる検査）の得点を調べると、

約７割の参加者が学習前と後で数値を維持・アップしており、効果が見られる。 

第２部  意見交換 

▲▼第２部意見交換 

▼第１部事例発表 

▼オープニング演奏 

讃
岐
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 

 若
松
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

前
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

三
津
浜
ま
ち
協 

・
福
祉
部
長 

石
﨑
さ
ん 

・
包
括
三
津
浜 

井
手
さ
ん 

八
坂
ま
ち
協 

・
事
務
局
長 

山
岡
さ
ん 

・
包
括
東･

拓
南 

木
山
さ
ん 

石
井
ま
ち
協 

・
福
祉
部
長 

高
岡
さ
ん 

・
会
長 

 
 

丹
下
さ
ん 

 

 

初
め
は
活
動
に
あ
ま
り
乗
り
気
で
な

い
参
加
者
が
多
か
っ
た
が
、
回
を
重
ね
る

こ
と
で
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
多
く
の
人

が
積
極
的
に
動
く
よ
う
に
な
っ
た
。 

参
加
者
の
固
定
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
い
か
に
地
域
の
人
を
呼
び
込
む
か
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
今
後
は
参
加
者
の

意
見
や
関
心
事
を
取
り
入
れ
た
い
。 

 

健
康
体
操
は
、
最
初
は
包
括
職
員
の
主

導
で
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
参
加
者
の

自
主
運
営
に
な
っ
て
お
り
、
各
自
に
責
任

感
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
参
加
者

の
中
に
は
認
知
症
の
方
も
い
る
た
め
、
月

に
１
回
程
度
は
様
子
を
見
に
行
き
、
相
談

も
聞
い
て
い
き
た
い
。
今
後
は
サ
ロ
ン
へ

切
り
替
え
る
予
定
で
あ
る
。 

 

サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、
民
生
委
員
や

町
内
会
の
役
員
な
ど
多
く
の
人
が
、
い
い

意
味
で
問
題
意
識
を
も
っ
て
地
域
を
見

渡
せ
る
よ
う
に
な
り
、
支
え
る
人
と
支
え

ら
れ
る
人
が
共
に
気
に
か
け
て
見
守
っ

て
い
け
る
よ
う
な
地
域
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
今
後
は
、
包
括
な
ど
と
協
力
し
て
サ

ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
た
い
。 

●
地
域
の
変
化
と
課
題 

 

●
今
後
の
展
望 

 

●
地
域
の
意
識
変
化 

  

今
回
の
テ
ー
マ
は
高
齢
者
の
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
高
齢
者

は
経
験
や
知
識
も
あ
る
の
で
、
受
け
身
で

は
な
く
主
体
的
に
高
齢
者
の
意
見
等
を

取
り
入
れ
、
高
齢
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
あ
っ
て
も
良
い
と
感
じ
た
。
今
は
そ
の

経
験
や
知
識
が
若
い
世
代
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。 

ま
ち
協
と
高
齢
者
を
繋
ぐ
キ
ー
ワ
ー

ド
が
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
よ

う
に
感
じ
た
。
い
か
に
こ
の
包
括
と
協
働

し
て
い
く
か
が
大
切
に
な
る
と
思
う
。 

ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
は
公
民
館

だ
け
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
若
者

の
集
ま
る
場
所
と
繋
ぐ
こ
と
で
、
世
代
を

超
え
た
交
流
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

高
齢
者
を
は
じ
め
支
援
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
に
、
支
援
だ
け
で
な
く
受
縁
を

考
え
る
必
要
を
感
じ
た
。
自
立
を
す
る
た

め
の
受
縁
と
は
何
か
。
そ
こ
に
発
生
す
る

リ
ス
ク
の
負
担
な
ど
悩
み
は
大
き
い
が
、

協
働
と
い
う
仕
組
み
で
克
服
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
正
解
だ
け
で
な
く
納
得
感

あ
ふ
れ
る
解
も
必
要
な
の
で
は
。 

●
地
域
づ
く
り
の
拠
点 

 

●
事
例
発
表
を
聞
い
て 

 

●
意
見
交
換
の
総
括 

 



 

 

 

 

 

 

【潮
見
地
区
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
？
】 

 

東
側
に
山
、
西
側
に
平
地
が
広
が
る
、
静
か
な
住
宅
地
で

す
。
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
が
適
当
な
場
所
に
あ
り
、

ス
ー
パ
ー
も
多
く
、
医
療
機
関
も
ほ
ぼ
全
科
揃
っ
て
い
る
の

で
、
非
常
に
便
利
な
地
区
で
す
。 

 

古
く
か
ら
住
ん
で
い
る
人
の
割
合
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
新
旧
の
融
和
も
よ
く
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
人
心

の
温
和
な
地
域
で
す
。 

 

【ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？
】 

ま
ち
協
が
、
人
・
組
織
・
地
域
を
結
び
つ
け
る
橋
の
よ
う

な
存
在
で
あ
り
た
い
、
と
い
う
思
い
が
潮
見
ま
ち
協
の
基
本

理
念
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
既
存
組
織
の
事
業
に
は
直
接
介

入
せ
ず
、
裏
方
と
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
既
存
組
織
で
は
手
を
着
け
て
い
な
い
文
化
的
事
業

の
掘
り
起
こ
し
や
、
ふ
れ
あ
い
農
園
の
経
営
、
ふ
る
さ
と
音

頭
の
踊
り
グ
ル
ー
プ
の
育
成
な
ど
、
地
道
な
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。 

 

【ま
ち
協
で
活
動
し
て
良
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
。
】 

 

地
域
内
に
年
代
を
超
え
た
友
人
や
知
人
が
増
え
た
こ
と
、

そ
し
て
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
役
を
得
た
こ
と
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
自
分
の
幅
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

【今
後
の
目
標
や
抱
負
を
教
え
て
下
さ
い
。
】 

 

ま
ち
協
が
地
域
に
認
知
さ
れ
る
ま
で
１０
年
か
か
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
の
地
道
で
す
が
積
極
的

で
誠
実
な
姿
勢
を
通
じ
て
、
認
知
さ
れ
、
期
待
さ
れ
、
こ
の

地
域
に
必
要
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。 

 

第
12
回
の
ま
ち
づ
く
り
で
輝
く
人
で

は
、
潮
見
地
区
の
「
潮
見
も
の
が
た
り
」

の
作
製
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
潮
見

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
の
中
西

恒
博
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

５
月
２９
日
（
月
）
、
６
月
１
日
（
木
）
に

ま
ち
づ
く
り
女
子
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
女
性
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
語
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
各
地
区
の
取
り
組
み
や
、

今
後
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
、
よ
り
多
く
の

女
性
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら
う

方
法
な
ど
を
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
話

し
合
い
ま
し
た
。 

 

お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

 

まちづくり女子会 

 

 

 

 

 

 

潮
見
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

会
長 

中
西 

恒
博
さ
ん 

 

人口   19,594 人 

世帯数   8,162 世帯 

※Ｈ29.7.1 現在 

 

人口    26,600 人 

世帯数  11,087 世帯 

※Ｈ29.7.1 現在 

 

6
月
14
日
（
水
）
味
生
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
準
備
会
の
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
山
市
で
は

24
番
目
の
設
立
と
な
り
ま
す
。
味
生

地
区
は
世
代
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
公

園
や
施
設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。 

味生地区まちづくり協議会準備会 

会長 井原 清彦さん  

味生の皆さんと協働し

て、住みよいまちづくり

を目指します。 

🎿趣味・特技🎽 

趣味はアウトドア全般で、木造

工作が特技です。 

勝敗を競うものは苦手です。 

 

 

まちづくり協議会準備会が設立されました！！ 

久枝地区 味生地区 

 自分たちが主体的に考える方が

楽しいですよね♪ 

 

７
月
12
日
（
水
）
久
枝
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
準
備
会
の
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
山
市
で
は

25
番
目
の
設
立
と
な
り
ま
す
。
久
枝

地
区
は
交
通
の
利
便
性
が
高
く
、
ま

た
、
伝
統
文
化
も
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
地
区
で
す
。
地
域
課
題
の
解
決

に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。 

 

久枝地区まちづくり協議会準備会 

会長 吉岡 隆さん 

女性にしかできないこと 

もありますよね☺ 

久枝の皆さんと、子ども・

高齢者が共に誇りを持て

るように地区を育て、守れ

るよう頑張ります。 


